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③ 市民憲章｢』
広
報
｢「 わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田圃教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします

F

P

」

ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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」 我
孫
子
駅
南
口
（
貨
物
線
跡

地
）
に
建
設
予
定
の
複
合
文
化

施
殻
〃
ア
ゼ
リ
ア
．
あ
び
こ
〃

に
つ
い
て
は
、
長
引
く
不
況
の

影
響
に
よ
る
市
財
政
事
傭
の
悪

化
に
よ
り
、
平
成
５
年
度
建
設

の
延
期
を
本
年
１
月
に
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
業
の
進

め
方
や
財
政
状
況
に
つ
い
て
検

耐
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
基

本
方
針
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

″
ア
ゼ
リ
ア
。
あ
び
こ
“
の

完
成
目
標
は
平
成
脳
年
度
に

の森
オープン

民
㈲

1、

戸
◎
最
終
的
な
完
成
目
標
は
市
制
施

行
鋤
周
年
を
迎
え
る
平
成
狸
年
度

と
し
ま
す
。

◎
全
市
的
な
記
念
事
業
と
位
透
付

け
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま

す
。
こ
れ
は
、
＊
市
財
政
事
情
悪
化

の
原
因
と
な
っ
た
景
気
の
動
向
を

予
測
し
た
結
果
、
こ
こ
数
年
の
う

ち
に
好
転
す
る
こ
と
が
見
込
め
な

い
と
判
断
し
た
こ
と
＊
建
設
査

金
に
つ
い
て
も
相
当
の
額
を
基
金

自
然
と
ふ
れ
あ
い

親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

例
月
馴
日
（
日
）
、
市
内
で
３
番
目
の
〃
布
佐
市
民
の
森
″
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
森
の
中
心
に
は
調
整
池
が
あ
り
、
飛

来
す
る
水
鳥
の
観
察
や
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

近
く
に
は
宮
／
森
公
園
や
竹
内
神
社
の
森
も
あ
り
、
あ
わ
せ
て

散
策
す
る
と
楽
し
さ
も
倍
増
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
自
然
と
ふ

れ
あ
い
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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緑
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理

と
し
て
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
＊
時
間
が
経
過
す
る
こ
と
か

ら
、
建
築
基
準
法
の
改
正
や
市
民

の
要
望
の
変
化
に
よ
り
施
設
内
容

を
再
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と

＊
こ
れ
ら
に
要
す
る
時
間
は
、
あ

る
程
度
長
期
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
平
成
辺
年

度
ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。

今
ま
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

『

写写

r~画
匁凸

「
凸

剣
’
一
０

に
、
長
期
に
渡
る
延
期
に
い
た

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
お

詫
び
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
平

成
理
年
度
完
成
を
目
指
し
、
み

な
さ
ん
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
計
画
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
施
設
内
容
等
に
つ

き
ま
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
貨
物
線
跡
地

対
策
室
壷
（
理
１
１
１
１

市
民
の
森
は
、
み
な
さ
ん
が
自

然
と
ふ
れ
あ
い
、
親
し
み
な
が
ら

森
を
育
て
、
市
内
に
残
る
緑
地
を

保
全
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
で
岡
発
戸
市
民
の
森
、

中
里
市
民
の
森
に
続
い
て
布
佐
市

民
の
森
が
市
内
で
３
番
目
の
開
園

と
な
り
ま
す
。

布
佐
駅
か
ら
徒
歩
約
巧
分
、
布

佐
平
和
台
（
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ

ー
）
の
南
側
に
あ
る
調
整
池
を
中

し
こ
し

心
に
、
篠
ノ
越
緑
地
と
所
有
者
の

好
意
に
よ
り
市
が
借
り
受
け
た
竹

林
な
ど
約
２
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

森
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

事
前
に
行
っ
た
動
植
物
の
調
査

で
は
、
県
内
で
も
分
布
量
が
少
な

い
オ
オ
カ
ナ
ワ
ラ
ビ
や
ア
オ
ハ
ダ
、

ウ
メ
モ
ド
キ
を
含
む
草
木
類
３
５

７
種
、
カ
ル
ガ
モ
や
ヒ
ド
リ
ガ
モ

な
ど
、
水
鳥
を
含
む
鳥
類
詔
種
が

四
季
折
々
の

自
然
が
い
っ
ぱ
い

P

布
佐
市
民
の
森
完
成
を
記
念
し

て
開
園
式
典
が
、
ｎ
月
幻
日
（
且

同
市
民
の
森
で
行
わ
れ
ま
す
。

式
典
終
了
後
に
は
自
然
観
察
会

も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

家
族
や
お
友
だ
ち
と
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

布
佐
市
民
の
森
に
は
調
整
池
を

囲
む
よ
う
に
４
つ
の
広
場
と
散
策

路
（
全
長
約
７
０
０
メ
ー
ト
上

が
整
備
さ
れ
、
随
所
か
ら
池
の
水

鳥
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
市
民
の
森
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
自

然
に
近
い
状
態
で
残
し
、
野
草
や

鳥
類
な
ど
の
観
察
や
自
然
の
し
く

み
を
学
習
・
体
験
し
た
り
、
み
ん

な
で
森
を
守
り
育
て
て
い
く
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
駐

車
場
や
ト
イ
レ
、
ゴ
ミ
箱
な
ど
は

設
澄
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
の
特
徴
は
次

の
と
お
り
で
す
。

と
り
み

囹
鳥
観
の
広
場

こ
の
広
場
に
は
野
鳥
観
察
用
の

デ
ッ
キ
が
設
置
さ
れ
、
調
整
池
に

飛
来
す
る
水
鳥
が
観
察
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

囮
ム
ク
ノ
キ
の
広
場

こ
の
広
場
に
は
、
木
で
作
ら
れ

た
テ
ー
ブ
ル
が
設
霞
さ
れ
、
お
弁

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
は

さ
ら
に
、
昆
虫
や
両
生
類
、
爬
虫

類
な
ど
、
豊
富
な
生
き
物
た
ち
が

四
季
折
々
に
自
然
の
生
態
を
見
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

水
鳥
の
観
察
も

で
き
ま
す

な
お
『
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
ｎ
月
型
日
（
且
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
布
佐
市
民
の
森
花
の
広

場
（
案
内
図
参
照
）

当
を
広
げ
た
り
休
ん
だ
り
で
き
る

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

囮
タ
ケ
の
広
場

タ
ケ
細
工
や
た
け
の
こ
堀
り
、

体
験
学
習
が
で
き
る
広
場
で
す
。

囹
花
の
広
場

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
と
き
、
集
合

場
所
等
に
利
用
で
き
る
明
る
く
日

当
た
り
の
良
い
広
場
で
す
。

利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

市
民
の
森
は
、
み
な
さ
ん
の
森

で
す
。
森
の
自
然
を
守
り
、
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
利
用
す
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
等
の
乗
り
入
れ
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
タ
バ
コ
や
火
の
使
用
は
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん

◎
植
物
や
昆
虫
な
ど
を
む
や
み
に

採
取
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
散
策
路
以
外
は
む
や
み
に
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

▼布佐市民の森案内図

第14回郷土芸能 蓉
季

一手賀沼に蕾つ
捌士のはやむ－

､鷺1
1J

睡蕊
？

ゲス 卜：大場いたる

ス
い

日
場
ゲ
司
閤

市
内
に
は
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
民
俗
芸
能
と
日
本
古
来
の
伝

統
的
な
笛
・
太
鼓
に
よ
る
お
雛

子
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
祭
り
の
時
に
五
穀
豊
穣
、

無
病
息
災
の
願
い
を
込
め
て
上

演
さ
れ
蕊
昔
か
ら
人
々
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
祭
で
は
、
市
内
に

強
る
民
俗
芸
能
や
お
雌
子
が
一

堂
に
会
し
ま
す
。

出
演
は
、
笛
・
太
鼓
に
よ
る

お
雛
子
を
存
続
さ
せ
て
い
る

「
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
」
、
布
佐

竹
内
神
社
の
祭
礼
で
里
神
楽
や

お
雌
子
を
演
じ
て
い
る
「
ひ
よ

か
い

つ
と
こ
陸
」
、
古
戸
地
区
に
約
２

日時：12月5日（日）正午開場

午後0時30分開演（入場無料）

場所：湖北地区公民館

ゲスト：大場いたる

司会：石関美穂

問い合わせ：社会教育課蛮(85)1151

下総基地 米軍機使用 難‘ 対反対の
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表1．平成5年度一般会計収支状況

況を公表市の財
<平成S年度上半期・平成4年度決算〉歳

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
大
切
な
税
金
や
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
毎
年

２
回
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
５
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら

９
月
釦
日
ま
で
）
の
執
行
状
況
と
平
成
４
年
度
決
算
な
ど
を
中
心
に
、
市
の
財
政
状
況
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

［
平
成
５
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）
｝
峰
鑑
》
岬
譲
盤
窄
》
騨
蝿

オ
キ
シ
ン
対
策
の
た
め
の
一
酸
化
を
施
工
中
で
す
。
ま
た
、
良
質
な

一
般
会
計
集
・
雲
霧
篝
雲
壼
水
婁
麦
給
を
図
る
鳶
墨

費
１
４
０
０
万
円
、
（
仮
称
）
市
民
水
管
布
設
工
事
や
老
巧
配
水
管
の

平
成
５
年
度
一
般
会
計
の
当
初
農
園
実
施
設
計
委
託
料
４
１
８
万
布
設
替
工
事
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

予
錬
は
、
２
６
２
億
４
３
０
０
万
円
、
都
市
計
画
道
路
３
．
４
．
９
配
水
管
網
の
整
備
・
改
善
に
努
め

円
（
対
前
年
度
比
５
．
４
％
減
）
で
号
線
道
路
改
良
事
業
識
追
加
２
１
て
お
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
０
０
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特
な
お
、
上
半
期
の
経
理
状
況
は

９
月
定
例
市
議
会
で
１
億
９
０
８
別
会
計
操
出
金
追
加
７
５
０
０
万
表
３
の
と
お
り
で
、
９
月
訓
日
現

０
万
円
の
追
加
補
正
を
行
い
、
歳
円
な
ど
で
す
。
在
の
水
道
事
業
会
計
の
査
産
総
額

入
歳
出
予
算
総
額
は
２
６
４
億
３
な
藁
９
月
鋤
日
現
在
の
収
支
は
１
４
６
億
５
５
６
６
万
円
、
企

３
８
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
業
侭
残
高
は
妬
億
６
４
７
８
万
円

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
で
猛
妻
付
漂
２
億
９
０
水
道
事
業
会
計

６
７
万
円
の
減
額
と
な
り
、
こ
れ

特
別
会
計

を
補
う
た
め
繰
入
金
と
し
て
、
財
９
月
訓
日
現
在
の
給
水
人
口
は
、

政
調
整
基
金
か
ら
２
億
８
０
０
０
，
万
５
８
１
８
人
で
普
及
率
は
串
特
別
会
計
と
は
、
一
般
会
計
の

万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
収
入
・
支
出
と
特
に
区
分
し
て
経

歳
出
で
は
税
法
改
正
に
伴
う
固
ら
９
月
ま
で
の
配
水
量
は
６
２
６
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け

走
査
産
・
都
市
計
画
税
の
電
算
シ
万
妬
唖
１
人
あ
た
り
の
１
日
平
る
も
の
で
現
在
、
市
に
は
５
事

ス
テ
ム
改
造
委
託
料
１
９
７
８
万
均
配
水
量
は
２
９
５
９
で
し
た
。
業
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
主
な
建
設
改
良
事
業
で
あ
る
湖
９
月
訓
日
現
在
の
収
支
状
況
は
、

出
金
追
加
４
５
５
０
万
円
、
ダ
イ
北
台
浄
水
場
高
度
浄
水
処
理
施
設
表
２
の
と
お
り
で
す
。

3億6263万円

み
な
さ
ん
の
家
計
簿
で
す

入

半
’
’
１

’

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
６
年

今
後
の

財
政
見
通
し
酸
纈
噸
職
灘
瀦
總

戦
後
、
最
悪
と
い
わ
れ
る
景
気
は
じ
め
投
査
的
経
費
に
つ
い
て
も

の
低
迷
は
依
然
と
し
て
回
復
の
兆
慎
重
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

し
は
現
れ
ず
、
底
入
れ
状
態
か
ら
な
り
ま
せ
ん
。

濁
郡
雛
増
註
溌
臓
［
平
成
４

多
く
を
個
人
・
法
人
市
民
税
に
依
平
成
４
年
度
の
一
般
会
計
、
特

存
す
る
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算

景
気
の
低
迷
に
よ
る
歳
入
の
落
ち
状
況
と
平
成
４
年
度
決
算
か
ら
見

込
み
は
極
め
て
深
刻
な
問
題
で
す
。
た
地
方
憤
現
在
高
、
俄
務
負
担
行

本
市
に
お
い
て
も
歳
入
に
お
け
為
未
払
い
残
高
、
市
が
所
有
す
る

る
市
税
の
落
ち
込
み
は
激
し
く
、
財
産
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

澱
羅
灘
潔
藻
地
喜
現
在
高
と
蔓

見
込
み
額
よ
り
３
億
か
ら
４
億
円
負
担
行
為
未
払
い
残
高

が
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
地
方
債
と
は
、
公
共
施
設
の
建

対
策
と
し
て
は
市
税
徴
収
率
の
維
設
や
公
共
用
地
の
取
得
な
ど
の
た

持
、
向
上
の
た
め
徴
収
事
務
の
強
め
に
査
金
の
借
り
入
れ
に
伴
い

化
や
経
常
歳
出
の
５
％
を
節
減
す
負
担
し
て
い
る
長
期
の
憤
務
で

る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
郵
政
省
簡
保
黄
金
借
り
入
れ
に
よ

ま
た
、
平
成
６
年
度
の
財
政
見
る
排
水
路
整
備
事
業
や
化
学
消
防

通
し
に
つ
い
て
も
、
歳
入
は
個
人
自
動
車
整
備
事
業
な
ど
が
あ
り
ま

市
民
税
が
５
年
中
の
所
得
が
基
と
す
。
ま
た
、
債
務
負
担
行
為
と
は
、

な
る
た
め
、
大
き
な
伸
び
は
期
待
後
年
度
に
お
い
て
支
出
義
務
を
負

で
き
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
も
国
う
行
為
で
土
地
の
分
割
職
入
や

の
財
政
状
況
か
ら
み
て
、
５
年
度
数
年
度
に
渡
る
工
事
の
一
括
契
約

よ
り
さ
ら
に
少
な
く
な
る
可
能
性
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

・
・
・
・
８
１
１
１
０
．
『
、
０
０
，
１
‐
０
０
８
口
０
０
弓
Ｕ
Ｈ
Ｈ
■
‘
０
，
０
０
０
口
〃
□
‐

画

’’
表3．

平
成

’ 4

年
蘆
決
算

平
成
４
年
度
に
市
が
行
っ
た
様

々
な
事
務
事
業
に
要
し
た
費
用

（
行
政
経
識
）
と
、
皆
さ
ん
に
負
担

し
て
い
た
だ
い
た
市
税
（
地
方
税

負
担
額
）
の
、
負
担
状
況
は
表
４
の

と
お
り
で
す
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
が
、
市
の

財
政
状
況
を
苦
し
く
さ
せ
て
い
る

主
な
原
因
で
あ
り
ま
す
が
、
景
気

回
復
の
時
期
が
い
つ
頃
に
な
る
か

は
っ
き
り
し
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
見
通
し
の
な
か
、

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
施
策
と
健
全
財

政
維
持
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

内
山

◎
土
地
：
・
１
４
０
万
７
７
８
８
ｍ

◎
建
物
…
四
万
１
４
０
４
㎡

◎
基
金
・
・
・
記
憶
８
５
４
２
万
円

◎
有
価
証
券
な
ど
．
：
４
億
７
４
６

７
万
円

◎
地
方
償
現
在
高
（
元
金
）
・
・
・
１
８

１
億
１
０
０
９
万
円

◎
債
務
負
担
行
為
未
払
残
高
（
元
・

利
金
）
…
師
億
３
１
１
８
万
円

市
民
の

負
担
状
況

市
が
所
有

す
る
財
産(平成5年3月31日現在人口122,763人、世帯数40,547）

h・
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平成4年度特別会計決算

1

’
表7．

’ ’

陰

区分

市税

地方譲与税

利子割交付金

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国・県支出金

繰入金

繰越金

市償(地方償）

その他

合計

予算額

18噸2120万円

6億7800万円

4億8000万円

1億5933万円

4億6414万円

3億8033万円

20億3485万円

10億6325万円

6億7826万円

11億9400万円

8億8044万円

264億3380万円

収入済額

85億8393万円

1億5705万円

2億3316万円

933万円

1億2871万円

1億9572万円

0

6億7826万円

0

3億1168万円

106億6047万円

歳
出

区分

磯会費

総務費

民生費

衛生費

膿林水産業費

商工費

土木費

消防賀

教育費

公債費

予備饗

合計

予算額

4億89万円

52億853万円

44億8071万円

24億3769万円

3億3937万円

3億1054万円

57億9057万円

12億2“3万円

38億4004万円

22億6503万円

'億3580万円

264億3380万円

支出済額

1億9004万円

23億2032万円

20億2807万円

10億5369万円

1億721万円

2億1715万円

19億9463万円

5億8448万円

15億4141万円

11億555万円

0

111億4255万円

会計名

国民健康

保険事業

土地区画

錐理事業

公共下水

道事業

手賀沼
浄化事業

老人保健

予算額

39億5514万門

7億7400万円

36億7174万円

18億1000万円

37億3695万円

収入済額

15億7138万円

6億1594万円

10億6108万円

1

6730万円1

17億3071万円

支出済額

14億6077万円

4818万円

8億7152万円

1966万円

16億9169万円

収

収益

支的

入
州

ね
収
寺
的
的

旦
本
本匡

餐
本
的
収
支

区分

資本的支出

区分

水道事業収益

水道事業費用

執行額

12侭1537万円

10億7641万円

執行額

2億3163万円

1億6826万円

執行率

50.2％

36.4％

執行率
酢五一

27.3％

9.9％

区分

市民一人

あたり

一世帯

あたり

負担額

14万8294円

44万8986円

揃年度！

2.4％

1.0％

行政経費

22万7452円

68万8651円

揃年風

i3.5％

2.1％

区分

市税
Q

地方嬢与税

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市債（地方償）

その他

合計

3億4464万円

16億2422万円

7億5707万円

22徳3241万円

11億5066万円

16憶6308万円

15億370万円

289億8472万円

予算額

181億4822万円

6億4000万円

4億2177万円

4億9895万円

22億32虹万円

11億5066万円

16億718万円

15億3863万円

289億7922万円

決算額

182億507万円

6億6625万円

4億5977万円

蝿9918万円

3億6717万円

14億8591万円

7億6699万円

対前年度比

3.3％

9.4％

210.0％

△5.0％

5.2％

2.6％

17.1％

73.0％

△31.5％

8.0％

△26.0％

3.9％

区分

議会費

総務費

民生賛

衛生費

腱林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公憤賀

その他

今 計画

予算額

4億9万円

56億740万円

45億4825万円

33億9950万円

2億8767万円

2侭9197万円

72億1012万円

12億2770万円

37億5986万円

21億8812万円

6404万円

289億8472万円

決算額

3億9352万円

55億706万円

44億4214万円

33億6318万円

2億8265万円

2億8739万円

65億2652万円

12億2276万円

36億9889万円

21億8715万円

1148万円

279億2274万円

対前年度比

9.4％

0.2％

14.5％

48.5％

△9.5％

7.2％

1.0％

1.7％

△14．4％

0.9％

△6．4％

4.4％

会計名

国民健康保険事業

土地区画整理事業

公共下水道事業

手寅浄化事業

老人保健

歳入決算額

36億4221万円

9億260万円

36億952万円

1徳8522万円

36億8420万円

歳出決算額

35徳7186万円

2徳9445万円

34億9933万円

1億7882万円

36億4392万円

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

区分

水道事業収益(収入）

水道事業費用(支出）

区分

資本的収入

資本的支出

予算額

23憶5892万円

28億5271万円
一

予算額

10億8445万円

21億9895万円

決算額

24億3173万円

26億4793万円

決算額

12億1452万円

20億3158万円
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「
海
の
記
念
日
」
（
７
月
加
旦

を
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
に
を

合
い
言
葉
に
、
運
輸
省
．
（
財
）
日

本
海
事
広
報
協
会
が
毎
年
海
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

こ
の
率
業
の
一
環
と
し
て
、
今

年
も
「
兜
ミ
ス
マ
ル
・
レ
イ
ナ

キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
」
を
募
集
。

全
国
か
ら
約
２
５
０
０
人
の
フ

レ
ッ
、
ン
ユ
な
女
性
が
応
募
し
、
第

１
次
書
類
、
第
２
次
の
面
接
審
査

を
経
て
記
名
が
最
終
審
蚕
に
望
ん

だ
。
こ
の
難
関
を
突
破
し
、
マ
ル
・

レ
イ
ナ
ラ
プ
リ
ー
（
準
ミ
ろ
に

選
ば
れ
た
の
が
大
島
明
美
さ
ん
。

「
こ
の
仕
事
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
種
む
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
鍵
し
ど
と
目
を
輝
か
せ
る
。

５
月
か
ら
８
月
ま
で
、
北
は
北

, 鷲通行止め期間：11月20日(土)から平成6年3月末

剛
自
分
ら
し
い
個
性
を
磨
く

市
で
は
、
〃
ふ
る
さ
と
手
擬
沼

ふ
れ
あ
い
計
画
事
業
″
の
一
環
と

し
て
、
手
賀
沼
遊
歩
道
（
手
黄
沼

公
園
か
ら
手
寅
大
橋
ま
で
）
の
整

備
工
事
を
左
図
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
エ
率
の
内
容
は
、
現
在
の
歩
道

を
２
．
５
脚
に
拡
幅
し
ま
歩
き
や

す
い
弾
性
舗
装
に
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
内
に
は
文
学
の
広

場
・
展
望
休
憩
広
場
を
１
か
所
ず

つ
設
孟
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
若

▼手賀沼遊歩道通行止め区域海
道
か
ら
南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
行
い
、
全
国
の
人
々
と
交
流
を
深

全
国
を
飛
び
回
り
、
各
地
で
行
わ
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
あ
げ
た
。

れ
た
海
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
。
応
募
の
動
機
は
、
知
人
の
進
め

自
然
豊
か
な
「
海
の
重
要
性
」
も
あ
つ
た
が
、
「
雑
誌
の
モ
デ
ル
や

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
キ
ヤ
ン
ペ
Ｆ
１
レ
ー
ス
ク
ィ
ー
ン
を
努
め
た

Ｉ
ン
ソ
ン
グ
海
の
歌
「
ミ
ス
マ
経
験
を
生
か
せ
れ
ば
」
と
迷
わ
ず

ル
・
レ
イ
ナ
」
「
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
ｓ
に
応
募
。
や
さ
し
い
口
調
か
ら
は

Ｆ
ｏ
ｒ
ラ
メ
ー
ル
」
を
披
露
し
想
像
で
き
な
い
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
糟

た
り
、
海
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
を
神
」
お
う
盛
な
行
動
派
だ
。

Ｆ
ｏ
ｒ

た
り
、Ｉ

l'WW'l

１
１
（I

松
４
号
公
園
の
改
修
工
事
も
同
時

に
行
い
ま
す
。

工
率
期
間
中
は
、
安
全
確
保
お

よ
び
危
険
防
止
の
た
め
、
こ
の
区

間
を
全
面
通
行
止
め
に
い
た
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
通
行
止
め
期
間
ｎ
月
即
日

主
）
か
ら
平
成
６
年
３
月
末
日

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
公

園
係
霊
孟
）
１
１
１
１
内
線
５
４

４

、

'93ミスマル。レイナ

キャンペーンガール

おおしまあけみ

1

①

大島明美さん
(久寺家）

は
出
産
後
間
が
な
い
③
病
気
ま
市
立
湖
北
台
保
育
園
、
私
立
恵
愛
す
。

保
育
が
困
難
な
小
学
校
入
学
前
の
▼
入
園
で
き
る
基
準
普
通
保
育
児
童
保
育
課
私
立
保
育
園
に
つ

児
童
の
入
園
基
準
に
該
当
す
る
方
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
に
申

①
昼
間
、
仕
事
（
常
勤
、
パ
ー
ト
、
◎
産
休
明
け
保
育
識
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く

自
営
業
、
内
職
等
）
を
持
ち
、
１
▼
入
園
で
き
る
年
齢
生
後
諏
日
だ
さ
い
。

日
４
時
間
以
上
、
月
平
均
お
日
以
以
上
の
乳
児
※
４
月
以
外
の
各
月
の
入
園
申
請

上
働
い
て
い
る
②
妊
娠
中
ま
た
▼
実
施
保
育
園
市
立
寿
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付
け
ま

た
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る

④
長
期
に
わ
た
る
病
人
の
看
謹

⑤
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
そ
の
他
、
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
理
由
が
あ
る

▼保育園一覧表

中小企業のみなさんへ
q

会
と
金
融
機
関
の
協
力
を
得
て
、
▼
連
帯
保
証
人

適
切
な
事
業
計
画
の
も
と
に
事
業
特
別
小
口
査
金
を
除
き
必
要
で

を
営
む
市
内
中
小
企
業
者
に
、
設
す
。

備
・
運
転
黄
金
の
貸
し
付
け
（
左
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
商

表
参
照
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
観
光
課
套
弱
）
１
１
１
１
内
線

▼融資制度一覧表
市
で
は
、
千
葉
県
信
用
保
証
協
免
除
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
５
０
５

e

▼
利
子
補
給

＊
運
転
資
金
…
年
利
１
．
５
％

＊
設
備
賓
金
…
年
利
１
．
８
％

＊
大
型
店
進
出
対
策
資
金
…
年
利

３
％

▼
信
用
保
証
料

大
型
店
進
出
対
策
黄
金
を
除
き
、

’

I 録
ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
は
熱
帯
ア
メ
リ

カ
原
産
の
帰
化
植
物
で
、
大
正
時

代
に
東
京
の
世
田
ケ
谷
の
掃
き
溜

め
で
見
付
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
牧

は
さ
だ
め
ざ
く

野
富
太
郎
先
生
が
掃
溜
菊
と
命
名

し
た
と
い
わ
れ
る
。

茎
は
葉
の
付
い
て
い
る
節
か
ら
、

二
つ
、
あ
る
い
は
三
つ
に
枝
分
か

れ
し
な
が
ら
伸
び
て
い
る
。

葉
や
茎
に
は
毛
が
多
く
、
手
を

「
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
．
Ｉ
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
図
醤
館

ト
ラ
」
は
、
名
門
オ
ー
ス
ト
リ
ア
湖
北
台
分
館
・
布
佐
分
館
、
中
央

放
送
交
響
楽
団
の
経
験
豊
か
で
個
公
民
館
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、

性
的
な
ソ
リ
ス
ト
た
ち
で
概
成
さ
取
手
と
う
き
ゆ
う

れ
、
忠
の
合
っ
た
演
奏
は
、
「
聞
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

く
も
の
の
心
に
溶
け
こ
ん
で
く
る
会
教
育
課
垂
露
）
１
１
５
１

’

源
シュ|､ラウス･フェ9

八キダメギク|、アル・ﾌi一ｹス
P一

フ

(きく科）

ノ

触
れ
る
と
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
じ

を
受
け
る
。

花
期
は
六
月
か
ら
十
一
月
で

比
較
的
長
く
、
花
は
中
央
に
集

ま
っ
た
黄
色
の
筒
状
花
と
、
周

辺
に
並
ぶ
白
い
舌
状
花
と
で
構

成
き
れ
て
い
る
。

花
は
小
さ
く
、
径
が
五
ミ
リ

ほ
ど
で
特
に
美
し
い
と
い
う
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
花
の
周
辺
に

並
ぶ
五
個
の
舌
状
花
の
花
び
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
に
割
れ
て
い

て
愛
ら
し
い
。

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
は
名
前
の
と

お
り
、
チ
ッ
ソ
分
の
多
い
ご
み

捨
て
場
や
畑
の
わ
き
な
ど
、
肥

沃
な
場
所
に
よ
く
生
え
る
一
年

草
で
あ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

＼

か
の
よ
う
だ
」
と
世
界
的
に
も
好

評
で
す
。

今
回
は
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
塩

田
美
奈
子
さ
ん
も
共
演
し
、
華
を

添
え
ま
す
。
美
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
と
ソ
プ
ラ
ノ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
平
成
６
年
１
月
釦
日

（
日
）
開
場
午
後
１
時
、
開
渡
２
時

▼
場
所
市
民
会
館

▼
演
奏
曲
目
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
ｎ
世
「
こ
う
も
り
序
曲
」
、

「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
物
語
」
、
「
美

し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
ほ
か

▼
入
場
料
Ｓ
席
６
５
０
０
円

Ａ
席
５
５
０
０
円
（
以
上
指
定
席
）

Ｂ
席
４
５
０
０
円
（
自
由
席
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
賓
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、
あ

び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ

Ｉ
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
図
醤
館

湖
北
台
分
館
・
布
佐
分
館
、
中
央

公
民
館
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、

取
手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
買
会
社

｡ ■

鍵

錘

孔

蝿

I．

保育園名

市
立

私
立

緑

瀞

湖北台

東あびこ

根戸

並木

つくし野

湖北

布佐宝

恵愛

慈紘

双紫

柏鳳

所在地

緑1-6-2

瀞1-13-11

湖北台3-1-16

東我孫子1-5-22

根戸967-2

並木5-2-19

つくし野4-17-2

中峠1423

布佐2318

湖北台8-16-9

湖北台3-13-13

新木野1-2-28

中峠台30-9

電騒

82-1059

82-9552

88-2405

83-3165

82-5572

84-3983

84-8822

88-1059

89-2744

88-7771

88-0874

88-0665

88-3338

種類

運転資金

設備資金
’

1

大
型
店
進
出
対
莱
黄
金

特
別
小
口
寅
金

運転査金

謹備資金

運転資金

設備炎金

限度額

1000万円

以内

1500万円

以‘内

1000万円

以内

2000万円

以内

500万円

以内

貸付期間

60か月

以内

84か月

以内

60か月

以内

84か月

以内

36か月

以内

60か月

以内

融資利率

12か月以内
4.5％

13～36か月

％
月
％
月
％

河
か
β
か
３

４
０
５
４
５

６

８

内
一
内
一
内

以
評
以
田
以

ニューイヤー･コンサート
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寺田茉由ち
（天王台｡1歳4か ,曰時11月16日(火)午後2時か

ら4時（参加費300円）

惨場所天王台北近隣センター

伝講師針原孝之氏（二松学舎大

学教授）

し問い合わせ野口壷(84)5541

湖北台幼児教室では毎月最終金

曜日に親子で自由に遊べる日を設

けています。ぜひお越しください。

公時間午前9時30分から11時

シ問い合わせ手塚壷(88)0185

我孫子市は11月1日から国土法

に基づく監視区域に再指定されま

しだ。対象面積以上の土地取引を

される方は市に届け出が必要です。

伝指定期間平成8年10月31日ま

で

し届け出対象面積200平方メー

トル以上（市街化区域内）

合問い合わせ都市計画課

灸
や －

I ｜
I

｜
惨日時11月27日(土)午後1時か

ら4時（費用無料）

し場所千葉中央コミュニティー

センター（干葉市中央区千葉港）

世相談員弁護師、社会保険労務

士、医療ケースワーカーほか

し問い合わせ千葉中央法律事務

所壷043(225)4567

10時から午後3時30分、県消費者 ｜
’センター（船橋市高瀬町）

圏園国図’
都市計画法の規定により我孫子

都市計画「市街化区域及び市街化

調整区域」の変更案を縦覧します。

修主な変更内容柴崎地区・新木

駅南側地区など市内7か所を、住

宅地の供給推進を図る重点地区と

することなど。（具体的な、市街

化区域・調整区域の線引きや用途

地域の変更はありません）

屋縦覧期間11月16日(火)から30

日(火)午前9時から午後5時（た

だし、土曜、日曜、祝日は除く）

し縦覧場所・問い合わせ都市計

画課容(85)1111または県都市部計

画課冠043(223)3161

’
Freecounsellingwithtransla-

tionsinEnglish,Chinese,Iran-

ian,TagalogandSpanish.

,DATENOV.19(Fri.)1PM~4PM

少PLACECHIBABARASSOCIATION

HALL(CHUOCHOCHUOKUCHIBACITY)

XForfurtherdetailsCHIBABARASSOC.

IATIONHALLaO43(227)8431

一力堂我孫子店3階）◎手賀沼ミュージカルきらめく恋

房内容高齢者にやさしい日常生沼(市民参加のオリジナル作品)…

⑮⑤⑨圃息’
｜

’ ’ ’
し定員講演・ミュージカルのみで診る」講師渡辺武氏（県医師

各回先着200名(電話で申し込み）会会長）、心の健康相談ほか ▼社会福祉事業墓金にと故峯康三

良様のご遺族峯光代様（柴崎台）

から香典の一部、我孫子エコ・ワ

ーク町会様から30万円、市民の方

（匿名、並木）ほか4名から500

万円、NEC我孫子事業場様から

リサイクルフェアでの収益金8万

2760円の寄付がありました。

▼市民の方（匿名）から緑の墓金

にと1万5000円の寄付がありまし

た。

シ日時・場所11月25日(木)午前

10時から正午、市佐市民センター

ステーションホール（参加謡ﾐI）

シ講師安田久子氏（我孫子市消

費生活相談員）

倖定員先着30名

し申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課容(85)1111内線329へ

シ曰時12月7日(火)午後1時か

ら4時30分（参加無料）

し場所東葛飾合同庁舎(松戸市）

世テーマ・講師「内外の政治情
たかはしよしかつ

勢」高橋群起氏（政治評論家）ほ

か

惨定員150名(多数の場合抽選）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号を明記し、11月26日（金・消

印有効）までに〒271松戸市小根

本7干葉県東葛飾支庁総務課企画

係云0473(61)2175へ

回 ⑭回国市民コンサート1．2
超(ウルトラ)名曲コンサート

’

腰日時・場所12月5日(日)午前

8時30分受付、市民体育館

し種目男女ダブルス1．2．3

部（1．2部はオープン）

侯参加費（1組）一般2400円、

中・高校生1200円（蓮鰐加入者は

一般160Q円、中・高校生1000円）

伝申'し込み・問い合わせハガキ

に種目、ランク、住所、氏名、年

齢、電話番号を明記し、11月25日

（木・必着）までに中峠1178の4

芝田敦志査(88)4372へ

鰯
刑
月

盲学級7名、弱視学級・特別学級

若干名、各学年転入若干名

蕊
､

|’
1 茶の部=･11月20日(土)午後1時3003(3943)5421内線11

分から3時30分、21日(日)午前10

国回国国修日時12月19日(日)受付…午前時から午後2時

9時、試合開始…9時30分惨場所・問い合わせ天王台北近

腰場所市園本育館隣センター壱(82)9988

’
シ種目一般男女シングルス、ダ

’
与曰時．場所11月17日(水)午前

9時30分から正午、午後1時から

3時30分、市役所玄関前

世問い合わせ厚生課

｢生ごみリサイクル
と地球環境」講演会プルス

修日時・場所11月29日(月)午前

9時30分、天王台北〕圃燐センター
抄がてる北

し講師比嘉照夫氏（琉球大学教

授）

し定員先着80名

し参加蓑300円(資料代）

し申し込み・問い合わせ電話で

盛田盃(84)8026へ（午前のみ）

’ ’ ’
市では歯科医師会の協力を得て、

65歳以上で在宅の通院不可能な方

に歯科の訪問診療を行っています。

通院ができなくて治療をあきらめ

ていた方はぜひご相談ください。

し申し込み．問い合わせ電話で

保健センター壷(87)1131へ

q

’'1

号東京6-562972口座名我孫子市

卓球連盟へ振り込んでください）
0

屡曰程・会場11月22日(月)布佐

南近隣センター、25日(木)天王台

北近隣センター・根戸近隣センタ

ー､30日(火)中央公民館（仮設）

し時間午前10時から正午

し参加費350円（託児室あり、予

約制・昼食付き200円）

し問い合わせ布佐・天王台会場、

飯塚舌(88)6011、公民館・根戸会
場、中村念(31)9484

鞭

年末調整説明会

鰯
唖

少日時・場所◎11月30日（火）・

12月3日(金)午後2時から4時、

柏市民文化会館、◎12月1日（水）

午後1時30分から3時30分、我孫

子市民会館

し問い合わせ柏税務署法人課税

第2部門盆(46)2321内線384.385

’し演題

Ｏ
ｇ
０

ｏ
Ｇ
Ｄ
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●
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Ｇ

●
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●
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湖北台幼児教室公開保育国土法に基づく
監視区域の再指定妾,,毒雲霧鑿喜襄驫う

労災職業就伽でも相談会
さわやか県政ふれあい講座
｢健康で快適な暮らしのために」

都市計画の変更案の縦覧

手賀沼浄化フェア

第18回消費生活展

COUNSELLINGBYLAWYERSFOR

FOREIGNER'SRIGHTSlNJAPAN

干葉県精神保健のつどい
ふれあう心豊かな社会

消費生活講座
r気をつけよう悪徳商法」 東葛飾地区政治学級

障諾高舗術専門校生朧

ドﾐﾝﾄﾝ連照秋季大会

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽB(85)側3

軸
伽
）年度筑波大学附属盲学校
部小学部転・入学児 16火

17水

18木

19金

20土

Z1e

22月

Zろ⑬

24水

25木

2⑰金

27土

Z8e

29月’
50火

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画つつじ荘休館

〔蚕西部福祉センター休館

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

虚税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
彦酒害相談＝保健センター13:30～15:30

倉市役所閉庁(一部の施設は除く）

虚少年の日

＝円醗当審医＝テレホンサービス

‘宣休巳救愈歯科診顕日＝休日救急圃科診疲所(市民会館内)9:00～11:30

＝結燭相鮫＝寿市民センター10:00～14:00
＝家庭の日

〃心配ごと相談＝布佐市民センター本館9600～15:00

〃市民回霊館休館〃馬の博物館休館
章つつじ荘休館”西部福祉センター休館

画市民図書館休館

〃つつじ荘休館

”西部福祉センター休館

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃アルコール家族教室＝天王台湾年館13:30～15:30
・鳥の博物館休館

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
壷水道料金納入期限＝預金口座振蓄円

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

画･日曜当番医＝テレホンサービス

”休日凱急歯科診鳳日=休日捌急歯科診蛎(市民会篭内)9:00～11:30

‐心配ごと相岐＝寿市民センター9:00～15:00

〔動･市民体育館休館
r壷市民画＝鱈休館‘郵一応の博物館休館
＝つつじ荘休館”-西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃国民年金保険料納期限＝口座振替日

画つつじ荘休館”西部福祉センター休館

天王台北地区
まちづくり協議会文化祭

認鶚ｵープﾝ卓球大会

献血にご協力を

厳きり論者訪問歯科謙

家事家計講習会
オープンカレッジ
開講記念特別講座


